
学習
政
治
闘
争

安倍政権下で
社会はどうなったか
　　　　〔№2〕

「吉田」　　「きどぐち」推選決定
自治労県本部第37回中央委員会

「
吉
田
た
だ
と
も
」支
持
訴
え
る

比
例
区

選
挙
区

　

「
消
費
税
増
税

先
延
ば
し
に
つ
い

て
は
、
ど
う
考
え

た
ら
い
い
の
？
」

と
友
人
か
ら
聞
か

れ
た
。
こ
れ
に
対

し
、
す
ぐ
言
葉
が

で
な
か
っ
た
。
消

費
税
増
税
の
良
し

悪
し
に
つ
い
て
聞
か
れ
た
気
が

し
た
か
ら
だ
。
増
税
は
あ
く
ま

で
、
め
ざ
す
社
会
を
実
現
す
る

た
め
の
手
法
の
一
つ
で
あ
り
、

こ
れ
単
体
で
の
議
論
は
で
き
な

い
▼
こ
の
間
、
安
倍
自
公
政
権

は
、
企
業
が
一
番
活
躍
し
や
す

い
国
を
め
ざ
し
、
企
業
優
先
の

政
治
を
進
め
て
き
た
。
そ
の
成

果
を
背
景
に
不
足
す
る
財
源
を

補
う
た
め
に
増
税
を
し
よ
う
と

し
て
い
た
が
、
全
く
経
済
が
奮

わ
ず
増
税
延
期
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
安
倍
首
相

の
政
策
自
体
が
破
綻
し
て
い
る

の
は
明
ら
か
だ
▼
自
民
党
は
国

民
を
騙
す
こ
と
に
長
け
て
い
る
。

福
祉
の
充
実
や
女
性
の
活
躍
を

始
め
、
国
民
の
た
め
と
す
る
政

策
を
吹
聴
し
て
い
る
。
そ
の
こ

と
を
支
持
す
る
国
民
も
い
る
の

は
事
実
だ
。
し
か
し
福
祉
の
充

実
を
唱
え
な
が
ら
も
、
企
業
に

は
減
税
し
、
一
方
で
、
国
民
が

望
む
社
会
保
障
を
抑
制
す
る
な

ど
矛
盾
は
明
ら
か
だ
。
実
際
に
、

今
年
は
消
費
増
税
と
並
行
し
、

法
人
税
減
税
も
進
め
る
計
画
で

あ
っ
た
▼
参
院
選
が
始
ま
る
。

様
々
な
公
約
が
飛
び
交
う
が
、

『
誰
の
た
め
に
何
を
し
よ
う
と

し
て
い
る
の
か
』
を
し
っ
か
り

捉
え
判
断
し
よ
う
。

　参議院選挙目前の６月１日、安倍首相
は2017年４月実施予定とした10％の消
費増税を2019年10月に延期を表明。景
気回復のためアベノミクスを加速させる
と強調した。このことは選挙目当てのデ
モンストレーションに過ぎず、経済対策
の失敗を隠蔽するものに他ならない。ア
ベノミクスが私たちに何をもたらしたか
検証する。
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○「
デ
フ
レ
脱
却
」
ほ
ど
遠
く

　

安
倍
政
権
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

に
よ
る
デ
フ
レ
脱
却
を
め
ざ
し

金
融
政
策
を
実
施
、
輸
出
型
大

企
業
を
中
心
に
「
史
上
空
前
の

利
益
」
と
な
っ
た
が
、
景
気
好

転
に
は
遠
く
及
ば
な
い
状
況
で

あ
る
。
図
表
１
は
バ
ブ
ル
崩
壊

後
の
１
９
９
４
年
以
降
の
実
質

経
済
成
長
率
の
推
移
だ
が
、
安

倍
政
権
発
足
前
は
約
０
・
87
％

の
経
済
成
長
で
あ
っ
た
が
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
の
３
年
間
は
、
年
平

均
０
・
63
％
と
バ
ブ
ル
崩
壊
後

の
平
均
を
下
回
っ
て
お
り
、
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
効
果
を
発
揮
し

て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。

○
実
質
賃
金
は
引
下
げ

　

図
表
２
は
長
期
的
に
見
た
物

価
、
賃
金
、
生
活
の
推
移
だ
。

消
費
者
物
価
指
数
は
円
安
に
よ

る
物
価
高
や
２
０
１
４
年
４
月

の
消
費
税
８
％
増
税
に
よ
り
上

昇
し
て
い
る
も
の
の
、
民
間
労

働
者
の
平
均
年
収
、
勤
労
者
世

帯
平
均
消
費
支
出
は
88
ポ
イ
ン

ト
台
と
、
物
価
上
昇
に
賃
金
が

追
い
付
い
て
お
ら
ず
、
消
費
も

低
迷
し
て
い
る
。
安
倍
政
権
発

足
後
３
年
間
で
３
・
８
％
物
価

上
昇
と
な
る
も
、
賃
金
は
上
が

ら
ず
、
そ
の
分
だ
け
実
質
賃
金

は
低
下
し
、
デ
フ
レ
ス
パ
イ
ラ

ル
か
ら
は
抜
け
出
せ
て
い
な
い
。

公
務
員
賃
金
も
民
間
の
動
向
に

よ
り
決
定
さ
れ
る
た
め
同
様
の

影
響
を
受
け
る
。
消
費
増
を
喚

起
す
る
労
働
者
の
賃
上
げ
が
必

要
だ
。

○
更
な
る
雇
用
の
劣
化

　

安
倍
政
権
は
昨
年
９
月
に
労

働
者
派
遣
法
を
改
悪
す
る
と
と

も
に
、
残
業
代
ゼ
ロ
法
案
の
成

立
を
目
論
む
な
ど
労
働
法
制
の

改
悪
を
進
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、

こ
れ
ま
で
の
政
策
で
低
賃
金
労

働
は
増
大
し
、
非
正
規
労
働
者

は
労
働
者
全
体
の
37
・
４
％
に

及
ん
で
い
る
。
図
表
３
は
年
収

階
層
別
の
労
働
者
数
の
推
移
、

図
表
４
は
男
女
別
の
非
正
規
労

働
者
の
割
合
の
推
移
だ
。
年
収

額
は
こ
こ
15
年
間
で
大
幅
に
減

少
し
、
そ
の
原
因
が
非
正
規
労

働
者
の
増
大
に
よ
る
こ
と
が
読

み
取
れ
る
。
公
務
職
場
も
無
関

係
で
は
な
く
、
職
場
に
臨
時
・

非
常
勤
職
員
が
増
大
し
〝
官
製

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
〞
を
助
長
し

て
い
る
。

○
失
敗
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
大
企
業
を

優
遇
す
る
一
方
、
労
働
者
に
痛

み
を
押
し
付
け
、
景
気
回
復
と

は
程
遠
い
の
が
実
態
。
安
倍
政

権
は
賃
上
げ
を
財
界
に
要
請
す

る
「
官
製
春
闘
」
に
よ
る
賃
上

げ
に
加
え
、
正
規
と
非
正
規
労

働
者
の
賃
金
格
差
を
解
消
す
る

「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」
を
吹

聴
し
て
い
る
が
、
正
規
労
働
者

賃
金
の
下
方
平
準
化
を
誘
発
し

か
ね
な
い
。
勤
労
者
に
と
っ
て

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
完
全
に
失
敗

で
あ
る
。
こ
れ
以
上
失
政
を
隠

蔽
す
る
安
倍
政
権
に
騙
さ
れ
て

は
な
ら
な
い
。
労
働
者
の
賃
金

改
善
と
処
遇
の
改
善
に
立
脚
し

た
経
済
政
策
に
転
換
さ
せ
る
た

め
に
も
、
参
議
院
議
員
選
挙
で

の
勝
利
が
不
可
欠
だ
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
置
き
去
り
に
さ
れ
た
国
民

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
置
き
去
り
に
さ
れ
た
国
民

==
失
政
を
隠
蔽
す
る
安
倍
政
権
を
許
す
な==

　

５
月
23
日
、
自
治
労
組
織
内

・
社
民
党
党
首
「
吉
田
た
だ
と

も
」
さ
ん
が
自
治
労
県
本
部
第

37
回
中
央
委
員
会
に
来
訪
し
、

「
平
和
憲
法
を
護
る
た
め
先
頭

に
立
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た
。

戦
争
法
を
廃
止
し
、
安
倍
政
権

に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
た
め
に

も
ぜ
ひ
勝
た
せ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
し
、
参
院
選
比
例
区
で

の
勝
利
に
向
け
参
院
選
闘
争
へ

の
最
大
限
の
結
集
を
訴
え
た
。

　

県
職
労
は
、
岩
手
選
挙
区
で

「
き
ど
ぐ
ち
（
木
戸
口
）
英
司
」

（
無
所
属
・
52
歳
・
新
人
）
さ

ん
を
推
薦
決
定
し
た
。
木
戸
口

さ
ん
は
、
岩
手
選
挙
区
の
野
党

統
一
候
補
で
あ
り
、
元
県
議
会

議
員
、
達
増
知
事
の
前
政
務
秘

書
等
の
実
績
が
あ
る
。
連
合
岩

手
、
平
和
環
境
県
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
労
働
団
体
と
平
和
憲
法
の

擁
護
、
労
働
者
保
護
ル
ー
ル
の

改
悪
阻
止
な
ど
を
柱
と
し
た
政

策
協
定
を
締
結
。
県
職
労
と
し

て
も
推
薦
を
決
定
し
た
。
比
例

区
「
吉
田
た
だ
と
も
」
と
併
せ

て
支
持
拡
大
を
お
願
い
す
る
。

「
き
ど
ぐ
ち
英
司
」
さ
ん
を

推
薦
決
定

岩
手
選
挙
区
は

〔図表１〕〔図表2〕

〔図表3〕〔図表4〕
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胆
江
支
部 

斎
藤 

花
緒
里

「
自
治
体
職
員
の
増
」
を
痛
感

ボランティアセンターで待機

高齢者宅の倉庫片付け

「チビチリガマ」入り口で語り部の説明を聞く

事前学習会に参加した仲間

「キンボール」でスポーツ交流

夏
期
中
央
交
流
集
会
に
向
け
意
思
統
一

県
本
部
青
年
部
・
女
性
部
が
ス
ポ
ー
ツ
交
流
＆
学
習
会
開
催

未
確
立
支
部
も
早
目
の
体
制
確
立
を

語
り
部
の
説
明
に
魂
揺
さ
ぶ
ら
れ
る

１ 

参
加
の
目
的

　

沖
縄
名
護
市
辺
野
古
へ
の
米

軍
基
地
建
設
を
め
ぐ
り
、
県
と

国
が
互
い
に
裁
判
を
起
こ
す
と

い
う
極
め
て
異
例
の
事
態
と
な

っ
て
い
る
中
で
、
現
在
、
沖
縄

は
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の

か
、
ま
た
、
第
二
次
世
界
大
戦

下
で
多
大
な
犠
牲
を
被
っ
た
沖

縄
の
歴
史
や
戦
争
の
悲
惨
さ
を

ど
の
よ
う
に
語
り
継
い
で
い
る

の
か
を
実
体
験
し
た
い
と
の
思

い
か
ら
参
加
し
た
。

　

６
月
４
〜
５
日
、
ふ
る
さ
と

体
験
交
流
館
北
上
で
、「
県
本

部
青
年
部
女
性
部
ス
ポ
ー
ツ
交

流
学
習
会
＆
中
央
交
事
前
学
習

会
」
が
開
催
さ
れ
、
岩
手
県
職

労
か
ら
５
人
の
仲
間
が
参
加
し
た
。

　

１
日
目
は
、
山
形
県
職
連
合

本
間
青
年
部
長
か
ら
労
働
者
と

２ 

活
動
参
加

　
　
　
　
　
　

視
察
見
学
の
感
想

⑴
辺
野
古
基
地
前
の
座
り
込
み

　

平
日
昼
間
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

全
国
各
地
か
ら
集
ま
り
、
反
対

の
声
を
あ
げ
続
け
て
い
る
姿
勢

に
は
頭
が
下
が
り
ま
し
た
。
デ

モ
行
進
や
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル

を
あ
げ
る
だ
け
で
な
く
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
ソ
ン
グ
や
替
え
歌
に
の

せ
て
訴
え
る
こ
と
は
、
よ
り
実

態
を
訴
え
る
手
段
と
し
て
面
白

い
手
法
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

⑵
沖
縄
上
陸
戦
で
の
チ
ビ
チ
リ

　

ガ
マ
で
の
出
来
事

　

避
難
民
１
４
０
人
の
う
ち
83

人
が
「
集
団
自
決
」
と
い
う
形

で
亡
く
な
る
と
い
う
一
大
惨
事

の
場
に
お
い
て
、
戦
争
の
悲
惨

さ
を
迫
真
性
を
も
っ
て
訴
え
る

戦
争
語
り
部
の
比
嘉
さ
ん
の
説

明
に
、
魂
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
ほ

ど
の
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

３ 

ま
と
め

　

帰
県
直
後
に
、
米
軍
属
に
よ

る
女
性
遺
体
遺
棄
事
件
が
発
生

し
、
改
め
て
基
地
反
対
運
動
や

日
米
地
位
協
定
の
改
定
を
求
め

る
声
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
沖

縄
県
民
は
常
に
戦
争
の
悲
惨
さ

や
米
軍
基
地
問
題
と
隣
り
合
わ

せ
に
生
き
て
い
て
、
同
じ
日
本

国
民
と
し
て
そ
の
過
剰
な
苦
難

や
負
担
を
分
か
ち
合
う
と
と
も

に
、
沖
縄
に
思
い
を
巡
ら
せ
る

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
何
気
な
く
享
受
し

て
い
る
「
平
和
」
は
数
多
く
の

先
人
達
や
沖
縄
の
犠
牲
の
う
え

に
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
認

し
て
の
モ
ノ
の
見
方
・
考
え
方

に
つ
い
て
の
講
演
が
あ
っ
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「『
お
利
口
さ

ん
』
に
な
る
の
で
は
な
く
、
自

分
の
意
思
を
伝
え
る
こ
と
が
職

場
の
改
善
に
つ
な
が
る
し
、
自

分
の
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
に

も
つ
な
が
る
と
思
っ
た
」
な
ど

感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、

『
キ
ン
ボ
ー
ル
』
で
ス
ポ
ー
ツ

交
流
を
し
、
み
ん
な
で
い
い
汗

を
か
い
た
。

　

２
日
目
は
分
散
会
を
開
催
。

新
採
用
職
員
な
の
に
一
人
前
に

仕
事
を
求
め
ら
れ
不
安
を
抱
え

て
い
る
実
態
が
出
さ
れ
た
一
方

で
、「
こ
ん
な
に
お
か
し
い
仕

事
の
押
付
け
を
し
て
い
る
上
司

に
負
け
た
く
な
い
か
ら
や
っ
て

や
ろ
う
と
思
い
、
不
安
な
気
持

ち
を
言
い
た
く
な
い
」
と
い
う

声
も
出
さ
れ
た
。「
頑
張
り
た

い
」
と
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

　

熊
本
地
震
の
支
援
の
た
め
、

自
治
労
か
ら
も
仲
間
を
送
り
出

し
て
い
る
。
岩
手
県
職
労
か
ら

は
、
５
月
22
日
か
ら
の
１
週
間
、

斎
藤
花
緒
莉
さ
ん（
胆
江
支
部
）

が
参
加
し
た
。
こ
の
週
は
、
壊

れ
た
家
具
の
運
び
出
し
や
割
れ

た
瓦
の
撤
去
作
業
が
主
だ
っ
た
。

斎
藤
さ
ん
か
ら
は
「
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
の
方
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
こ
と
も
多
く
、
感
謝
さ
れ

た
。
祖
父
母
の
家
で
お
手
伝
い

す
る
よ
う
な
気
持
ち
で
活
動
し

た
。
日
本
は
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
国
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
自

分
の
身
に
何
か
起
き
た
時
、
救

っ
て
も
ら
え
る
体
制
が
な
い
こ

と
を
感
じ
た
。」
と
い
う
感
想

が
寄
せ
ら
れ
た
。「
危
険
」
の

赤
紙
が
貼
ら
れ
た
家
の
中
で
は

撤
去
作
業
等
で
き
な
い
た
め
、

住
民
か
ら
文
句
を
言
わ
れ
る
こ

【
花
巻
支
部
】

支
部
長

本
田　

孝
子
（
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
）

と
も
あ
っ
た
そ
う
だ
。
先
が
見

え
ず
、
今
後
の
生
活
の
不
安
か

ら
出
さ
れ
る
叫
び
だ
。
緊
急
時

に
現
地
で
的
確
な
判
断
と
対
応

を
行
え
る
よ
う
自
治
体
職
員
を

増
や
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

副
支
部
長

藤
澤　

潤
一
（
県
税
セ
ン
タ
ー
）

書
記
長

佐
藤　
　

利
（
土
木
セ
ン
タ
ー
）

書
記
次
長

阿
部
な
る
み
（
保
健
福
祉
環
境
セ
ン
タ
ー

）

執
行
委
員

菊
地　

智
子
（
保
健
福
祉
環
境
セ
ン
タ
ー

）

佐
々
木　

勝
城
（
空
港
事
務
所
） 

熊本地震
復興支援

右記対象取引のいずれかをご契約・お申込みいただいた方に

（イメージ）

対象のお取引

❶ 定期預金（５万円以上の新規お預入れまたは増額書替え）

❷ 積立型預金（財形・エース預金）の年間積立額５万円

　 以上の新規契約または３万円以上の増額契約

❸ マイプランの新規ご契約

❹ 無担保ローン（マイカーローン・無担保住宅ローン・
　 教育ローン・フリーローン）の新規ご契約

❺ 住宅ローンの新規お申込み

スマート

エマージェンシーボトル

（簡易防災グッズ）を

もれなくプレゼント!!

熊本地
震

災害復
旧支援

ボラン
ティア

参加報告

分散会等で意思統一

山口正希支部長

識
す
る
と
と
も
に
、
戦
争
と
い

う
非
人
道
的
な
「
人
災
」
は
、

何
と
し
て
も
回
避
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
痛
感
し
ま
し
た
。

安
保
法
や
憲
法
改
正
の
議
論
に

お
い
て
戦
争
を
肯
定
す
る
か
の

よ
う
な
風
潮
が
あ
る
昨
今
に
お

い
て
、「
平
和
」
を
持
続
さ
せ

る
た
め
に
は
、
常
に
活
動
を
続

け
、
勝
ち
取
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
だ
と
い
う
こ

と
を
、
今
回
の
旅
に
参
加
し
て

強
く
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

来
年
度
は
第
10
回
目
の
節
目

を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
数
多
く

の
方
が
参
加
し
、
観
光
も
楽
し

み
な
が
ら
沖
縄
の
実
態
を
見
て
、

考
え
を
深
め
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

「平和を願う沖縄の旅」
 に参加して
　　　（県庁支部M・J）

自治労岩手県本部

第９回

逆
手
に
と
ら
れ
、
今
の
人
員
で

何
と
か
さ
せ
ら
れ
て
い
る
実
態

も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
７
月
29

日
・
31
日
に
開
催
さ
れ
る
中
央

大
交
流
集
会
に
向
け
、
職
場
改

善
の
行
動
の
一
歩
を
踏
み
出
そ

う
と
確
認
し
あ
っ
た
。

佐
藤　

一
哉
（
遠
野
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

）

佐
藤　

剛
教
（
土
木
セ
ン
タ
ー
）

佐
藤　

ま
り
子
（
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
）

鈴
木　

正
之
（
遠
野
土
木
セ
ン
タ
ー
）

高
橋　

義
博
（
総
務
セ
ン
タ
ー
）

会
計
監
事

千
葉　

寛
満
（
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
）

千
葉　

龍
志
（
保
健
福
祉
環
境
セ
ン
タ
ー

）

【
胆
江
支
部
】

支
部
長

佐
々
木　

昭
司
（
総
務
部
）

副
支
部
長

伊
藤　

雅
敏
（
土
木
部
）

飯
坂　
　

覚
（
産
業
技
術
短
大
水
沢
校
）

書
記
長

佐
々
木　

知
正
（
林
務
部
）

書
記
次
長

佐
藤　
　

敬
（
奥
州
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

）

執
行
委
員

川
村　

武
寛
（
農
政
部
）

吉
﨑　

明
人
（
土
木
部
）

八
重
樫　

晴
央
（
保
健
福
祉
環
境
部
）

伊
藤　

清
博
（
県
税
部
）

青
山　

滋
伸
（
農
村
整
備
室
）

佐
藤　

由
紀
（
経
営
企
画
部
）

会
計
監
事

村
上　

昭
樹
（
畜
産
研
究
所
種
山
研
究
室

）

平
間　

ち
が
（
県
南
家
畜
保
健
衛
生
所
）

【
釜
石
支
部
】

支
部
長

山
口　

正
希
（
漁
業
取
締
事
務
所
）

副
支
部
長

上
田　

智
広
（
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
）

書
記
長

小
岩　

俊
行
（
農
林
部
）

書
記
次
長

小
野
寺　

光
文
（
水
産
部
）

執
行
委
員

熊
谷　

洋
樹
（
経
営
企
画
部
）

三
上　

雅
弘
（
保
健
福
祉
環
境
部
）

横
澤　

和
志
（
土
木
部
）

佐
藤　

長
市
（
土
木
部
）

大
村　

敏
昭
（
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
）

会
計
監
事

平　

吉
美
智
（
経
営
企
画
部
）

佐
野　

一
也
（
水
産
部
）

花
巻・胆
江・釜
石
支
部
が
新
体
制

本田孝子支部長

佐々木昭司支部長


